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～ 繊維のものづくりに関するすべての機能を有する繊維総合産地 ～

三備(岡山県,広島県)産地には、「テキスタイル」及び「ガーメント」企業が集積

１ 三備産地におけるサプライチェーンの概況

３
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１ 三備産地におけるサプライチェーンの概況

ジーンズ
織・染 縫 加工
(デニム)

学生服
縫製

（織・染は産地外）

大規模企業

全ての工程が社内で完結

中規模企業

主要な工程のみ

社内に有している

小規模企業

ある特定の工程のみ

担っている

織・染・縫 の工程分野ごとにそのサプライチェーンは産地内で完結
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産地内の大規模企業は、社内にすべての工程を保有している
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（一社）倉敷ファッションセンターについて
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HISTORY

1993年に繊維リソースセンター「倉敷ファッションセンター株式会社」として設立、

３０年間にわたり、人材育成、販路開拓、発信など繊維産業の活性化に取り組む。

更なる事業発展を目指し、

2023年、より公共性の強い「一般社団法人」へと法人形態を変更。

一般社団法人倉敷ファッションセンターへ

２ 一般社団法人倉敷ファッションセンターについて

６



✦ 現在は岡山県内を対象とするが、実質的に三備産地全体を対象に活動

社員（正会員）

岡山県

繊維関連企業

（岡山県内）

賛助会員

倉敷市

井原市

玉野市

高梁市

各業界団体(ｱﾊﾟﾚﾙ,織物,染色)

（一社）倉敷ファッションセンター倉敷ファッションセンター（株）

２ 一般社団法人倉敷ファッションセンターについて

✦ 三備産地(岡山県･広島県)全域を対象に活動

株主

中小機構

岡山県

倉敷市

業界企業(県内外）

産地内の各工程分野（織・染・縫）を横断的に支援し、業界の連携を促進

これまでも今後も、第３セクターとして官民一体となった活動を重視

７

（2024年11月現在）

産地が一体となり共通課題を解決し、更なる成長を目指す（中小企業個社の努力だけでは不足）

繊維リソースセンターほか全国の繊維産地と連携を図る



産地における事業継承の事例
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事業継承について当社が見聞きした事例

廃業するらしいとの情報が漏れ聞こえていた案件について

後日、同業界の企業より不満を聞いた。

「情報を得た時点では交渉余地無かったが、従業員、

設備ほかの継承をしたかった」

廃業検討企業の情報が漏れ聞こえD 新聞報道からE

廃業企業の生産設備継承先紹介の依頼があった。

経営者の死去後、親族は事業を継承せず廃業を選択したが、

貴重な旧式機器を業界で活用して欲しい。同業企業へ照会

したが、素人目には同型機でも完全に同型でなければ利用は

困難とのこと。

地元議員を通じてF

ジーンズ加工の後工程を担っていたが廃業を決断。

取引先である同業界の前工程を担う企業への事業譲渡が

成立。業界としてもサプライチェーン断絶を回避。

継承企業も社内で一貫生産体制を確立。

当社の株主企業よりA

コロナ禍で売上減少により廃業を決断。

不動産継承先は独自に見つけた。従業員の継承先について

組合に照会あった。組合で他の会員へ照会、興味を示した

企業を紹介。

当組合の組合員よりB

縫製企業の継承先紹介依頼があった。関連する服種の

製造企業を紹介したが、条件が合わずまとまらなかった

地元自治体を通じて、金融機関よりC

３ 産地における事業継承の事例

９

アパレル企業が後継者不足などを理由にファンド等への

事業譲渡を行ったとの情報を得た。

継承企業の判断基準が「ブランド価値」の場合、製造業へ

の理解不足により継続不能の事例あり。

継承可否の判断基準は企業により様々。

経緯及び結果について情報共有されれば支援機関として

ノウハウ蓄積可能。

経営悪化の早い段階から相談があれば支援はより

スムーズ。一方、当社（支援機関）は経営相談に

ついてのノウハウ無く苦手。

継承の可否判断には専門的知識が必要

継承企業には事業の継続を可能とする

知識・資源が求められる

同業界であっても金銭的課題が優先され、業界のその後

については優先度が劣る。支援機関などへ相談があれば、

第三者として業界目線での提案も可能では。



事業継承事例から顕在化した課題

３ 産地における事業継承の事例
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✦ 事業継続・廃業に関わらず、当事者の金銭的面が優先、業界のサプライチェーンについては優先度が劣る

✦ 支援機関は、第三者として業界目線での提案が可能

✦ 継承可否の判断基準は企業により様々だが、判断には専門的知識が必要

✦ 加えて、継承企業には 事業の継続を可能とする知識・資源も求められる

✦ 同様に、支援機関にも継承及び事業に関する専門的知識が必要

✦ 組合や事業実施を中心とする支援機関では、事業継承に関し可能な支援は「関係者の紹介」程度

また経営相談についてはノウハウが無く苦手

✦ 他の支援機関による支援の経緯及び結果について情報共有されればノウハウの蓄積可能だが、相談可能なレベルには時間を要する

✦ 相談内容により、専門分野ごとに知見を有する複数の支援機関の連携が必要

✦ 事業継承について、早期段階から相談があれば支援はよりスムーズ



当事者の立場に立てば、

一概にどちらが正しいとは言い切れない。

まずは、業界関係者全員に、

「（自身の属する）産地についての認識」が必要

誰が支援を行 う か

産地のサプライチェーン維持を優先するか？

当事者の金銭面を優先するか？

必要な視点

３ 産地における事業継承の事例

事業継続が困難で、廃業を検討している

事業継続したい しかし後継者がいない

経営状況が悪化しているが、改善し継続したい

個々の企業の置かれた状況により、必要な支援も異なる

最適な支援を行わなければ、意図しない結果を迎える可能性有り

状況や段階に応じた支援を最適に行えるのは、それぞれ誰か？整理と共有が必要

・・・業界団体、民間の支援企業、（公的）支援機関、行政、金融機関など

また支援機関同士の連携も必要
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（一社）倉敷ファッションセンターの取り組み
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４ （一社）倉敷ファッションセンターの取り組み
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会社紹介リーフレット



４ （一社）倉敷ファッションセンターの取り組み
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繊維産業人材育成事業（繊育）

☛ 外部講師を招聘し、品質管理研修やブランディング研修、繊維マイスター養成講座ほか繊維関連に特化し実施

☛ 実施主体は（一社）倉敷ファッションセンター。行政（倉敷市、岡山県）が事業費の一部を負担（補助金）

☛ 令和５年度は開催日数 ６８日、参加人数８６８名（延べ）

産地の現状

産地の目指す将来像

人材育成の必要性は理解しているが、多岐に渡る職種
の社員研修を用意するリソースが不足

中小・零細事業者が多く，各社に必ずしも体系的・
計画的な人材育成制度が用意されていない

繊維業界に必要な知識や技能を習得できる環境が整備
されている

細分化されたものづくりの工程における
技術・技能を次世代に繋ぐ

ギャップ

体系的かつ計画的な人材育成の場を用意

若手職人を繊維マイスターの

技能水準に育成するための

技能習得を支援

産地全体として専門的知識を

有する人材の育成を支援

業界での就業を目指す

人材の育成を支援



４ （一社）倉敷ファッションセンターの取り組み
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ジーンズソムリエ事業

☛ 当産地で製造されたジーンズ製品の「付加価値」を消費者に伝達可能な専門家を育成

☛ 分業による製造工程について一貫して学べるテキストを作成

☛ 全国で認定試験を実施し、合格者をジーンズソムリエとして認定

☛ 運営主体は、（一社）倉敷ファッションセンターおよび岡山県アパレル工業組合

☛ これまでに３，８３０名を認定（第１１回終了時点、２０２４年１１月現在）

01 一連の事業を体系的に実施 ⇨ 対象者が目的意識を持つ

： より良いデニム・ジーンズ文化の普及

02 「高付加価値デニム商品」とは何か、

「岡山が国内有数の集積地」であることを、

消費者と直接接する「販売員」に対し強くPR

ー 高付加価値デニム製品の持つ「魅力」を

広く一般消費者に周知

デニム・ジーンズ製品の販売促進や販路拡大

事業所数、従業者数、出荷額等 減少↓↓

国内市場の縮小、産地の空洞化…

岡山デニム・ジーンズ市場拡大支援策

✦ デニム製品に関する事項を取りまとめた

テキストの制作

✦ 研修会の実施

✦ ジーンズソムリエ資格認定制度の設立

人材育成

基盤構築



４ （一社）倉敷ファッションセンターの取り組み
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ジュニア ジーンズソムリエ事業

☛ 小学3年生を対象とし、ジーンズを通じて地場産業である繊維産業に興味を持ってもらうための教材作成、出前講座を実施

☛ 運営主体は、倉敷市、井原市。（一社）倉敷ファッションセンターが実施。

☛ 令和５年度実績は４０校 ２,０４６名。

「きみもジーンズソムリエジュニアになろう！」をめあてに、サンプル製品等 実物や動画を用いて製造工程別に学んでもらう体験型授業。

資格認定テストにチャレンジし、合格を目指す。リベット打ち体験なども実施し、楽しく学びながら地場産業を身近に感じてもらう。

出前講座



４ （一社）倉敷ファッションセンターの取り組み
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繊維マイスター制度

☛ 繊維産業の競争力の源泉である「技能」を次世代に承継するため、産地が求める技能を可視化。

国の技能検定を活用。同制度に定めがない検定を新設。

☛ 業界で定めた技能水準を満たす担い手を「繊維マイスター」に認定（伝承者:マイスター 、継承者:プレマイスター）

☛ 運営主体は、(一社)倉敷ファッションセンター

岡山県アパレル工業組合など、県内の産業支援機関で構成される「繊維マイスター制度運用委員会」「同審査会」を組織

☛ これまでに、縫製やパターンメイキング、染色、ジーンズ加工などの分野で１２９人を認定（２０２４年１１月現在）

✦ 基幹産業である繊維産業の各分野の「技能水準」を可視化

✦ 各分野の技能を次世代の担い手に承継

✦ 製品付加価値向上・担い手の地位向上・担い手確保

✦ 情報発信と産地ブランド化の促進

既存の検定制度

国の技能検定制度

職業能力開発促進法に基づく国家検定制度

技能検定に準じる検定制度
日本綿業技術・経済研究所の検定制度

独自の検定制度

〇 製品分野― ジーンズ縫製（1級・2級）

〇 素材分野― 製織 （1級・2級）

〇 染色・加工分野― 染色 （1級・2級）

ジーンズ加工（1級・2級）

技
能
の
可
視
化



交流会 繊維産地ツアー 企業紹介BOOK

企業紹介SNS 学生ピッチコンテスト ｵﾝﾗｲﾝ繊維産地ツアー

４ （一社）倉敷ファッションセンターの取り組み

繊博 ～SEN-I EXPO～ （倉敷ファッションフロンティア）

☛ 産地企業の認知向上と次世代の担い手確保を目的に、服飾系専門学生他をターゲットに産地ツアーイベント「繊博」を開催

☛ ファッションデザインコンテスト事業から産地・企業紹介による人材確保事業へ転換

☛ 繊維産地ツアーを中心に、企画から製造まで全ての機能を有する産地特性を発信

☛ 企業へのインターンシップにつながる「学生ピッチコンテスト」を実施

☛ 担い手(人)にフォーカスを当てた企業紹介冊子「LOACAL CREATORS BOOK」を制作し、全国３５０校の服飾系専門学校に案内

☛ 実施主体は岡山県、倉敷市、（一社）倉敷ファッションセンターほかで構成される「倉敷ファッションフロンティア実行委員会」

学生
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どんな繊維企業があるの？

リアルな現場、

働く人の声を知りたい！

自社の知名度をあげたい。

次世代を担う人材を確保したい！

企業



４ （一社）倉敷ファッションセンターの取り組み

デニム・ジーンズ産地連携創業者支援事業

☛ ジーンズ関連の創業希望者、縫製工就業希望者等を技術面から支援、地域の創業促進、産地の人材確保実現を目指す

☛ 受講者は全国より、創業後間もない方、創業を目指す方のほか、縫製職希望者、復職希望者など、一般から学生まで広く対象

☛ 主体は倉敷市・井原市、実施は（一社）倉敷ファッションセンター

→ ものづくり人材を

確保したい

縫製工が不足

→ 創業を

増やしたい

地域の事業所数減少

産地の課題 「生地からジーンズ製作」までを実技指導

✦ ジーンズの製造工程の理解

✦ 縫製技術の習得

製造工場の見学

✦ 生地、縫製、加工の各工程を理解

※ジーンズソムリエテキストを活用

✦ 経営者より、起業・経営のノウハウを吸収

倉敷市児島産業振興センター内

デザイナーズ
インキュベーション(DI)

倉敷ファッションセンター内

コワーキングスペース
Co‐Creation倉敷児島
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ジーンズ

縫製実践

講座

オフィス等サポート体制

創業後



☛ 岡山繊維産地協議会は、県内の川上から川下まで繊維産業に携わる企業や団体、行政ほかが集い、

産地の現状や課題、解決策の方向性等を議論する場として岡山県が設立。

☛ 今後 行政が取り組むべきこと、企業同士の連携で取り組めることなど、議論の上実行し、

産地の更なる活性化につなげることが目的

☛ 実施主体は岡山県。（一社）倉敷ファッションセンターが実施を受託

会員

岡山県、倉敷市、井原市、玉野市、

岡山県アパレル工業組合ほか業界団体、繊維関連企業約９０社

４ （一社）倉敷ファッションセンターの取り組み
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岡山繊維産地協議会

人材確保のため

産地ＰＲ
検討委員会

クリーンで持続可能な産地を目指して

特定技能による

外国人採用
検討委員会

倉敷ファッションセンター発
外国人採用推進事業

金融
検討会議

地域の金融機関として何ができるか
つくり手とつかい手の橋渡し役
つなぎ手として

３つの検討会議（分科会）

● 2023年10月設立（全体会議）

【講演】

経産省 田上生活製品課長

「繊維ビジョン2022」

● 2024年6月（検討会議）

特定技能による外国人採用

【講演】

経産省 田上生活製品課長

繊産連 富𠮷副会長



まとめ

４ （一社）倉敷ファッションセンターの取り組み
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✦ 業界および行政と連携し事業を実施

✦ 産地内の全地域・全業種で連携し事業を実施

✦ 約１０年前より人手不足が課題となり人材確保の取組を開始

✦ 従業員及び経営者の両面で人材確保を実施

✦ 産地（産業＋地域）発展のため、業界のみならず地域発展の取組を開始


